
















































 

え企発第９０１号 

令和３年１１月８日 

 

 

えびの市総合開発審議会 

会長 松元 國治 様 

 

 

                     えびの市長 村岡 隆明 

 

 

 

     「第６次えびの市総合計画」の策定について（諮問） 

 

 

 

  このことについて、えびの市総合開発審議会条例第１条の規定に基づき、第６次えび

の市総合計画（案）について諮問いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （文書取扱 企画課） 



令和４年２月８日  

 

 

えびの市長 村岡 隆明 様 

 

 

えびの市総合開発審議会    

会 長  松 元  國 治    

 

 

     第６次えびの市総合計画について（答申） 

 

   令和３年１１月８日付けえ企発第９０１号で諮問のありました「第６次えびの市 

  総合計画（案）」について、当審議会で慎重に協議を重ねた結果、おおむね妥当と 

  認めますので、別冊のとおり答申いたします。 

   なお、答申に伴い、当審議会において出された主な意見については別紙のとおり 

でありますので、総合計画の推進に当たっては十分に尊重するとともに、本計画に 

おいて掲げる将来像「えがおが交わり続けるまち」を実現するためにも、時代の 

変化を的確に捉え、実施計画の点検・見直しを続けながら各種基本施策を着実に進 

めていくことを期待します。 

   

 

 

    

 



○えびの市総合開発審議会条例 

（昭和４５年９月２９日えびの町条例第２４号） 

改正 昭和４５年１２月１日条例第３１号 平成１６年１２月２８日条例第２０号 
 

（目的及び設置） 

第１条 市の基本構想等について市長の諮問に応じ審議するため、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に基づき、総合開発審議会（以下「審議

会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 審議会は委員１５人以内で組織する。 

（委員） 

第３条 委員は、次に掲げる者のうちから、必要の都度市長が委嘱する。 

（１） 学識経験を有する者 １０人以内 

（２） その他市長が必要と認める者 ５人以内 

２ 委員は、当該諮問に係る審議が終了したときは、解任されるものとする。 

（会長） 

第４条 審議会に会長を置き、委員のうちから互選する。 

２ 会長は会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故がある場合は、会長があらかじめ指名した委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 審議会の会議は市長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会議は委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 

（幹事及び書記） 

第６条 審議会に幹事及び書記各若干人を置き、市職員のうちから市長が任命する。 

２ 幹事は会長の指揮を受けて庶務を処理し、書記は上司の指揮を受けて庶務に従事する。 

（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は市長が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和４５年１２月１日条例第３１号） 
 

この条例は、昭和４５年１２月１日から施行する。 

附 則（平成１６年１２月２８日条例第２０号） 
 

この条例は、平成１７年４月１日から施行する。 










